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豊かに育てるための体験型食育ミュージアム。





安藤スポーツ・食文化振興財団創設者。

1958年、世界初のインスタントラーメン“チキンラーメン”を

発明し、インスタントラーメン産業を創出。1971年、世界初の

カップめん“カップヌードル”を発明。日清食品（株）の代表取締

役社長、会長を務めるとともに、（社）日本即席食品工業協会

会長、世界ラーメン協会会長として業界の発展に努めました。

1983年、私財を投じて(財)安藤スポーツ・食文化振興財団を

設立し、青少年の健全な心身の育成にも力を注ぎました。



ラインアップ たったひとつの商品から
始まったインスタントラーメンが、世界的な食
文化に発展していく様子を、3,000 点を超える
圧倒的な数のパッケージで表現します。

世界初のインスタントラーメン「チキンラーメン」
が誕生した研究小屋を忠実に再現。「たとえ特別
な設備がなくてもアイデアがあれば、ありふれた
道具だけで世界的な発明が生み出せる。」そんな
メッセージが、この研究小屋に込められています。





※ご希望者多数の場合は、受付を早めに終了することがあります。  ※体験するには「整理券」または「利用券つき入館券」が必要です。
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博報堂を経て「SAMURAI」設立。主な仕事に国立新美術館のシンボルマークデザイン、ユニクロ、
楽天グループ、セブン－イレブンジャパン、今治タオルのブランドクリエイティブディレクション、
「ふじようちえん」「千里リハビリテーション病院」のトータルプロデュースなど。近年は文化庁・文化
交流使として日本の優れた商品、文化、技術、コンテンツなどを海外に広く発信していくことにも注
力している。毎日デザイン賞、東京ADCグランプリほか多数受賞。著書「佐藤可士和の超整理術」(日
本経済新聞出版社 ) ほか。

クリエイティブディレクター / 慶応義塾大学特別招聘教授

1999年、インスタントラーメン発祥の地・大阪府池田市に、
2011年には横浜市みなとみらいに、体験型食育ミュージ
アム「安藤百福発明記念館（愛称：カップヌードルミュージ
アム）」を開館し、インスタントラーメンの歴史を通じて、「発
明・発見の大切さ」や「クリエイティブシンキング＝創造的
思考」など世界の食文化に革新をもたらした安藤百福の思
いや考えを伝えています。

小諸市に開設した「安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センター」では、子どもたちの自然体験
活動を推進するための人材育成を行い、アウトドア活動のより一層の普及に取り組んでいます。

安藤百福発明記念館  大阪池田

「走ることはあらゆるスポーツの原点である」という日本陸上競技連盟の考えに賛同し、1985年から
「全国小学生陸上競技交流大会」を後援しています。また、2015年から若手アスリートの海外武者修行を
支援する「安藤財団グローバルチャレンジプロジェクト」をスタートしました。これらの活動は、日本陸上競
技界の裾野の拡大から、トップレベルの選手育成まで、大きな役割を果たしています。
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［名称］カップヌードルミュージアム 横浜（正式名称：安藤百福発明記念館 横浜） ［住所］ 〒231-0001 横浜市中区新港2-3-4 ［総合案内
ダイヤル］045-345-0918 / チキンラーメンファクトリー予約専用ダイヤル 045-345-0825 ［受付時間］10：00～18：00（休館日を除
く） ［開館時間］10：00～18：00（入館は17：00まで） ［休館日］火曜日（祝日の場合は翌日が休館日）、年末年始 ［入館料］大人500円（消
費税込）高校生以下は入館無料 ※館内の一部施設は別途利用料が必要となります。※入館料や施設利用料は変更する場合があります。




